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の分流を派出している｡ これらの河川は右岸側に西から Suphan と Noi河, 左岸側 に Lop-
buri河,BanKao,BanKum 水路である｡また Khorat高原酉縁地域を集水域とするPasak
河が Ayutthaya付近で ChaoPhraya河に合流している｡以上のうち,Suphan河を除 く他
のすべての分流派川 は Ayutthaya付近で ChaoPhraya河に再び合流し,この地域は一大低
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図1 Bangkok平 原 の 水 系,用水 路 網 の 概 要
原図 :RID(Operation&MaintenanceDiy.)
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表 2 分 流 派 川 の 特 徴
河 川 の 特 徴













水路網で縦横に通路 され,そのシステムは複雑である, (図 1には1964年現在の水路網を示 し
たO)水路勾配が非常にゆるやかであるこれ らの水路に数 多くo_)間門 (regulator)を設けて 用
排水兼用水路として利用す る一方,これ らは重要な交通路でもある｡ また乾季作のためのかん
がい用水源¢刃汗水池 としての機能をも持 っている｡
ところで1957年に Chainat地点に ChaoPhraya/本流をせ きとめる 頭千仁仁が完成し,Great-
erChaoPhraya 計両をいちお う達成 し, とくに1964年に至って Ping河に Bhumipholダ
ム (貯水量122億m3)が完工 して以来,河川禍,水路網の流嵐特性に大 きな変化が生 じてきた.
河川 (水路)網は図 1に掲げたとおりであるし,Chainat地点における本川流量は流量がコン
トロール されなかったときには雨 季に 5,000-7,000m3/sec,乾季に 20m3/sec前後であったC/)
が現在ではそれぞれ 2,300-3,500m3/sec,40-80m3/sec とある程度調整されるようになって
きた｡ また現在建設準備申で1972隼を完工 予定隼としている Nan河の Phasom ダムが完成
すると Bhumipholダムとあわせて Chainat以北の ChaoPhraya河流域面積の33%をコン ト
u Bangkok平原のかんがい排水開発 4)
タイの平野部では古 くか ら河川o)自然氾濫にゆだねる稲作がデルタレ)上流域 (Upperdelta
4)木i'.JIの記述に友杉孝氏の次の論文からしばしば引用させていただいた.友杉孝 ｢ChaoPhrayaデルタ
のかんがい排水開発の歴史的発展過程｣『東南アジア研究』 第3巷第4号 (京都 :東南アジア研究セン
ター,1966),pp･147-156･
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と呼ばれている)を中心に広 く営まれ,何世紀間も変わらぬ栽培技術体系をもって,イ創 ,なが


































1937 1938 1939 1940 1941 Average
(4.05) (4 .15) (4.31) (4.40) (4.50) (4.28mil.ha)
100% 100% 100% 100% 100% 100%
82.4 84.4 80.4 86.4 88.1 84.5
17.6 15.2 19.6 13.6 11.9 15.5
??? ? ???? ??? ??? ??
?
69.7 73.9 69.0 71.3 79.4
???
72.8
87.3 89.1 88.6 84.9 91.3 88.3
出所 :RID,TheGreaterChaoPhrayaProject(Bangkok:RID,1957),p･9.
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は塩±害という新 しい問題 も/i:_じてきたo そこで
政府は農業生産を安定 させ るために新 しくかん
が い 計画をたてることにし,1902年オランダ人
技師 vanderHeideを招晒 して彼を 初代長官
とす る水路局 (DepartmentofCanals)を新設



























構想をすでに1902年の時点で捉示 していたわけである｡ この計画 に対 していろいろの角度か ら
検討が加えられたが,結局は実現 されなかったo これが実I']kにうつされなかったことは当時U)
タイ経済の発展段階か ら見て も,タイをめ ぐる国際環境か ら見てもそれは当然のようであ る ｡
しか し,1911-13年に早魅による被告がつづき政府 もこれを故ETL';-_してお くことはできなかっ
たので,再び外国人技師を招いて新 しいかんが い 計画をたてることになった.｡この任にあたっ
たのがイギ リス人 SirThomasWardである｡彼は Bangkok 平原全域を カバーする 計両ち
考慮 しなが らも,そのような大計L帖 まタイの国力に合わないとして,い く←-)かcJj比較的小規模
な計画を政府に提案 した｡この提案にもとづいて1916年か ら South PasakProjectが実施さ
れ,さらに20年代に SuphanProject,Chiengrak-KlongDarnProject,PhasiCharoen-
Damnern Saduak Projectが実施にうつされた｡ 7_lか し,これ らのT事の進行は資金二世｢勘二
より遅 々たるものであり,事業の急速な進展は第二次世界大戦後に待たなければな らなかった｡
1949年までに完成 されたプロジェクトのうち Bangkok平rfJ]: (CentralPlainsection) に関
係するものを表 5に挙げた｡
第二次世界大戦が終わ ってタイをめ ぐる国際環境は一変 したC戦後cJ)食緑木足にみまわれ.た
各国がタイ米の輸入に頼ろうとしたためにタイ米の需要増はいちじる しい もの で あ った｡
Bangkok平原の米生産の 増大の可能性を 国際的機閲で 検討す ることにし,例えば 1948年 に
FAO 使節団がタイを訪れ,現地調喬にもとづいて農業/生産拡人のjJ一策について 勧告を行ft,:〕
ている｡ この勧告において農 業生産の基盤である土地基盤の整備 (かんがい排水)に闇 して IJ
多くのす ぐれた 見解が述べ られてい るO これ らはその､【'7時までのタイ国のかんがい排水U)技両
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あるいは事業の種 々の欠点をあきらかに し,それ らの改善策 の検討を してお り,また これ らの
勧告内容 にしたが ってタイ政府 は農業生産拡大 のための施策をつぎつぎに実行中であることか
らみて も FAOの勧告は貴重な ものであ った｡5)
この勧告の車で強調 された ChaoPhraya計画 に対 して1950年に世界銀行が 1,800万 ドルの
借款を与え,工事は1952年か ら実施 され1957年 にいちお うの完成をみた｡幹線 ･支線用水路の
建設 につづいて各圃場区画 に導水す る小水路の工事 (DitchesandDikesProject)に着手 し,
つづいて YanheeProjectが実施 にうつされた｡ 以下 の章で これ らの 諸事業について デルタ
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(3) Ayltthaya以南または海岸から 60km 以内の広大なまったく低平な地域
6) RIDが GreaterChao PhrayaProjectの概要およびChainat頭首工の工事譜ともいうべき次の
文献を出版している｡RID,TheGreaterChaoPhrayaProject(Bangkok:RID,1957).
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ような tract分割を考慮 しているctractの境界は多 くの場合低地帯 (depression)である｡
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1. 上流部地域 (Bangkok平原北半部) のかんがい 排水-DitchesandDikesProjectに
ついて-
Bangkok平原上流部地域のかんがい方式は ChaoPhraya計画の完成当時でも, Chainat
頭首工から取水 した用水を幹線水路 ･支線水路を通 じてそのまま圃場-氾濫 ･湛水 させるとい





事業についても この観点からの再検討が必要である｡" が検討され, 1962年に Ditchesand
DikesActB.E.2505を制定 して,DitchesandDikesProjectの実施にとりかかった｡9)
DitchesandDikesシステムの概要は以下のようである｡ditch(小用水路)は図 2にその例
を示 したように,間隔 400m,長さ 1,000-4,000m であり,turnoutgateを通して 支線水
路から取水 し,だいたい最大傾斜方向に伸び(図 3), 最低位部で排水路に連なる｡ditchの断
面は支配面積と長さに応 じて図4のように各種の大きさをもっている｡ dikeは畦畔に相当す
るものであって,湛水深を 30cm 程度以下に保つことのできる適当な高さと間隔をもってい
ればよいわけである｡なお,計画では 間断かんがいを 考えており,例えば 単位用水量 7mm/
dayとして6日間断で一度に 42mm の用水を供給するがごときである｡ このため図5に示す






(1) 湛水深を 20-30cm に保つことができるように適当な間隔にdike(畦畔,アゼに相当)をつく
らなければならない｡この dikeは mainditch,lateralditchが RIDの直轄工事で完成した後2
年以内につくられなければならず,もしこの義務を怠る場合にはその工事を RIDが代行し,その経費
を徴収する｡








ている｡実際,2年間で農民が dikeおよび smalfarm ditchをつくるのは無理というもので,Act
B.E.2505に規制するとおりに工事が進捗したのほどく一部の例外的地域のみであろう｡
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図2 DitchesandDikesシ ス テ ム の レ イ ア ウ ト
原図 :RID (Operation& MaintenanceDiv･)
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図3 Ditch路 線 縦 断 図
までに全計画地域をカバーできることになっている｡ただし, これは RID直轄工事で行なう
mainditchと lateralditchについて のみで ある｡smalfarm ditch(farmer'sditch)建
設の進行が遅れている現在では,かんがい水を main,lateralditchから直接に圃場へ氾濫さ








しておらず,現在の自然流下方式の水路では ditch に水が乗らないような位置に tlrnOut
gateが設けられている場合が多く見受けられる｡現在のかんがい組織を 利用して乾季のかん
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としてもっとも容易でかつ合理的であることがあげられるであろう｡ 一方, 一般畑作物 (dry
crops)やサ トウキビの主産地は上流域にある｡これらの作物は果樹,疏菜ほどには輸送が困難
でなく,上流域の土壌がやや砂質で下流域の重粘土壌よりも畑作に適 しているからである｡こ
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この式を適用して 1964-74年にわたる10年間の水収支を 計算したのが 表13である (RID の
HydrologySection による試算).計算の順序としては まず(4)式によって Y2を計算し,そ
の Y2を (5)式に代入して ExcessorDejicitを求めたものである.















































蓑 12 ChaoPhraya計 画 に お け る 用 水 量
Wetseasonpadd y
Growin g period 180days





Farm delivery Efective Farm Canal Grossirrigation
Month withoutrain rainfal e托ciency e用.ciency requirements
(Df) (Re) (Ef) (Ec) (Ig)
January 80mm 4.0mm 80% 75% 100mm
February 80 16.1 80 75 80
March lOO 20.2 80 75 100
























































河流域の広大な水田地帯のかんがい (受益面積 368,000ba)を主 目的とするが,洪水調節とと
もに乾季の河川流量を調節できることにより Bangkok平原も大きい利益を受けるものと期待





用水, 圃場内でのかんがい 効率などを 含む純用水量と粒用水量との差等に 関する総合的な試
験 ･研究がなく,いくらの水量でどれだけの面積にかんがいできるのか,その関係のつかみか
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ありながらも水路沿いのわずかな 細長い 地域にしかかんがい農業が 行なわれないことが これ




合的な試験 ･研究を拡げ深めることが その基礎となる｡ 試験 ･研究とともに demonstration
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